北崎 病院 


PPPITTTJ 是 患 部 ] 胆 苗 
[ バイ タル ] [バイ タル ] 80(99) 。 | 
ーー [ 手術 時 間 ] 05:00:00 


nnn) ホウ 1 還 較 


請 記 誠 あ 泊め 誠 詩 埋 と と も に 北 燈台 院 で 手術 を 行なう 。 腸 岳 出 処 置 の あと に 
赴 腸 の 悪者 が 運ば れ て くる た め 、 連 続 執 刀 で 処置 を 進め る こと に な る 。 


O 者 の バイ タル 値 と 連続 執 力 クリ ア 目 標 タ イム | 
1 人目 / 腸 衰 /80(99) / 目 上 0 分 39 秒 45 で 処置 0 分 51 秒 77 で 処置 。 | 
2 人 目 / 盲 腸 /35 (80) / 目 0 分 42 秒 78 で 処置 E0 分 54 秒 81 で 処置 。 | 
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切開 まえ に パイ 邊 ル # 法 二 下 岬 恒 
清 剛 間 を 畑 《 し かい 依 妥 、 財 慢 り 』 


The patient's Life iS in your hands ! に 人 開 し で も いい 


胃 切開 1 人 目 卓 - 四 04:54:46 田 045791 | 上 
バイ タル を 99 ま で 回 復 し 、 腹部 を 消毒 し て 切開 間 。 | | em 
( (バイ タル 回 復 一 P33、 切 開 一 P34) 


本 mr2r5s 操 OO633 ( 凍 NM 、 男 
| 総 胆管 を 流れ る 胆石 を 特定 し て 粉砕 する ーー の 
| (胆石 一 P45 ) 


有 は 太 真 に 前 し た 庄 則 朋 』 | . 須 
詳 か 條 み 貞 きれ 、 画面 下 由 | 用 
川 旧 で 前 s M! 


《《 角 剤 (白色 の 液体 ) を 胆 衰 に 投与 
_( 肥 誤 岳 出 …P45) 


] に | ガイ ドラ イン に 沿っ て 肥 三 の 一郎 を 切り 苑 す 0 N 
、( 胆 裏 摘出 一 P45) 


で 6 軍 剛 間 夫 用 作り 


で 約 昌 管 を 流れ る 胆石 を 特定 し て 粉砕 する 。 人 W⑳ ン < | 
(胆石 一 P45) | 


(( 胆 塾 の 血 だ まり を 吸引 し 、 ガ イド ライ ン に 沿っ て 胆 ( み N | = 
誤 の 一 部 を 切り 離す ( 胆 誤 岳 出 一 P45) 

有朋 有 有 = 軍 員 上 1 守 還 付す る 
UL 中 計れ で な 


(5》 ⑨ の 手順 を 繰り 返し 、 胆石 が 流れ て こない と き に の (みみ | 上 2 
「 UNN、WWMWMMI ご 導 腸 護 出 導き 抹 人 用 ) 


胆 衰 の 血 だ まり を 吸引 し 、 ガ イド ライ ン に 沿っ て 胆 。 \N ) 
時 0 it 1 1 
(時 ご F265、 財 和則 P45) = | 


唱和 有 が 継 腸 翌 き 座れ 人 失 前 | 咽 肌 
有 有 が 伯 半 で 導き る 。 有 有 # 晴 中 し / 


《) の の 手順 で 則 本 を 切り 散 す = . < み | 也 
_( 貴 有 t*R45、 周 枯 岳 由 -*B450 Tl ON | 
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HAIHD で LM / ハ { 人 ル | リ が | 1 
め 、 散 値 も 販 衣 し で 用 人 (6 コ / 


N 所 、 


+dAd 008 ヨ dI9 1VI9HH0 て Sn ロ ヨ つ n ロ ロマ つ 


《) 虹 の だ まり x4 を 吸引 し 、 切 り 難 し た 由 論 を 取 (> 


除く ( 腸 豪 摘出 一 P45) ら 腸 有 紛 修 枚 に パイ あ ル 則 條 


( 血 部 分 を 縫合 し 、 出 血 X 4 を 治 


167 


須 工 を 切り 棚 し で い 伏 飛 申 で も 朋 有 有 
が 見 えた ら 、 須 有 有 の 負 較 人 層 帰 。 崎 
間 は か が か る が 再 章 に 幅 め よう 


0 (SKTP」 
| ご 4 加 jp 

⑯ 同 9 
胆 織 の 切り 離し に 戯 功 すれ ば 中 有り 
発生 し な く な る 。 界 須 蛋 肉 に 腸 有 が 


NN 
@ 
G な けれ ば 、 腸 凌 処 置 に 介 申 し よう 。 


ーーーーーー“ー シ - 


人 U) 鎮静 剤 (白色 の 液体 ) を 虫垂 に 投与 ” や, | 陸 
、( 忠 垂 摘出 一 P44 ) あ 


《:) ガイ ドラ イン に 沿っ て 由 垂 間 騰 を 切開 "=" 。 へ ヽ の 


(中 垂 摘出 一 P44 ) 


人 【) ワイ ヤー を 選択 し 、 虫垂 と 盲腸 の あい だ に は め 込 。 つ | 
ん で 括る 処置 を 2 回 行なう (虫垂 岳 出 P44) 


(【/ ガイ ドラ イン に 沿っ て 虫垂 を 切り 離す し 
(虫垂 摘出 一 P44) 


) 虫垂 周辺 に 発生 し た 膜 を すべ て 吸引 し 、 量 全 を (ふみ ン | 2 
_ 回収 す る ( 臓 ーP41、 虫 垂 摘出 一 P44) 


代 ) 追加 トレ イ に ある 人 工 膜 を 切除 痕 に 乗せ て 定着 さき 性 | 
せる ( 虫垂 摘出 一 P44 ) 


内 すべ て の 炎症 に 消炎 剤 ( 青色 の 液体 ) を 投与 し 。 N 
て 沈静 化 さ せる ( 炎症 一 P41 ) 


向 閉 創 2 人 目 回. 四 03:37:77 四 03:24:02 | 
切開 し た 部 位 の 閉 創 処置 を 行 。 あう 
( 閉 創 ・P35 ) | 


The patient iS saved ! 


ーー ヤード ーーー ペ ーーーーーーーー 
neneaeasacaaaoaaemmaenm す anemoneiaee い means 
# H 1 ま ま ま 上 | ' 


= 
ご 


上 上 
Fee ーー や ーー コー 

こっ こつ ーー ニー コー 
* 


に ーー 
ーー 


| SPECIAL BONUS 獲得 条件 _EASY | NORMAL| HARD 
1 Miss 判定 無し | | | | 400 
| | OOO 秒 以上 残し て 手術 終了 ※1 | 90 | 120 | 150 | 700 
| 3 MAXCHAIN 〇 〇 〇 以上 いい 90 ( 電 u60 | 0 
| 4 | 総 阻 管 通 過 し た 胆石 が O 〇 個 以下 ※2| 5 | 2 | 1 | 600 
2 分 表示 で は 、 EASY が 1:30、 NORMAL が 2.00、 HARD が 230 隊 


4 スン: WE:2: 呼 い 


間 A 本 4100 ~ 5199 (/ 
| 
| | 
) 


『! 


frogrSxtoecer 


腸 誤 を 切り 苑 す と 総 腸管 か ら 血 が 少 
量 出 て いる が 、 切除 痕 を 縫合 し て 処 
置 。 ヒ ー ル ゼリー を 塗る 必要 は な い 。 


FPPRr2YEWM7rRRr7 


了 信 処 置 を 終え る と 起 上 が 運び 込 
れ て くる た め 、 1 人目 の 閉 創 時 に バイ 
タル は 回 復 し な いこ と 。 


ForrewgegngrpefrfR 


ガイ ドラ イン に 肛 が 発生 し て いる と き 
は 、 膜 の 処置 を 優先 。 同時 に 周囲 の 
膜 も 吸引 し て お こう 。 


人 の) 1 


注射 器 に 人 炎症 剤 が 到 っ て いれ ば べつ 
の 炎症 の 治療 が 可能 。 毎回 液体 を 
吸引 する 必要 は な い 。 


"CcyamtptArPAPBm 


⑨ - 2 


洲 ポ の リンス NN \ の で 、 。 注射器 を 
刺す と き に [Miss」 が 起き や すい 。 
操作 は 慎重 に 行ない た い 。 


2 人 目 の 了 者 で 手術 終了 と な る 。 鐘 
り 時 間 に 余裕 が ある な ら 、 閉 創 まえ に 
バイ タル を で きる だ け 回 復 し よう 。 


ーー トー" 
ラッ | ルリ 


ま 


C | 3000 未 満 識 識 較 
| 3000 4099 | ( 


5200 5599. 


※…- 十 二 指 (画面 下 ) ま で た どり 着い た 胆石 の 数 MM// ( /( 
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